
（3） 令和８年６月１５日 （第３種郵便物認可） 第679号（ ８年６月号）令和道 路 ニ ュ ー ス

　

道
路
は
、
国
民
の
日
常

生
活
や
経
済
活
動
に
欠
く

こ
と
の
で
き
な
い
重
要
な

公
共
施
設
で
あ
る
が
、
あ

ま
り
に
も
身
近
な
存
在
で
あ
る
た
め
、
そ

の
役
割
や
重
要
性
が
見
過
ご
さ
れ
が
ち
で

あ
る
。
推
進
標
語
の
募
集
は
、
標
語
を
考

え
る
こ
と
を
通
じ
て
、
改
め
て
道
路
の
意

義
や
重
要
性
に
つ
い
て
考
え
て
い
た
だ
く

こ
と
を
目
的
と
し
て
、
毎
年
行
わ
れ
て
お

り
、
全
国
か
ら
た
く
さ
ん
の
応
募
が
あ

る
。
そ
の
応
募
方
法
も
年
々
、
変
化
し
て

お
り
、
は
が
き
な
ど
の
郵
送
に
よ
る
応
募

か
ら
電
子
メ
ー
ル
に
よ
る
応
募
が
加
わ

り
、
令
和
８
年
か
ら
は
新
た
に
応
募
フ
ォ

ー
ム
（
Ｍ
ｉ
ｃ
ｒ
ｏ
ｓ
ｏ
ｆ
ｔ　

ｆ
ｏ
ｒ

ｍ
ｓ
）
に
よ
る
応
募
が
加
わ
っ
て
い
る
。

　

入
選
作
品
の
標
語
は
、
「
道
路
ふ
れ
あ

い
月
間
」
の
推
進
の
た
め
、
各
道
路
管
理

者
に
て
、
庁
内
掲
示
、
広
報
誌
、
ウ
ェ
ブ

サ
イ
ト
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
等
多
様
な
ツ
ー
ル
を
用

い
た
広
報
活
動
が
行
わ
れ
、
利
用
者
に
道

路
愛
護
へ
の
理
解
を
深
め
て
い
た
だ
く
機

会
と
な
っ
て
い
る
。

　

こ
の
活
動
以
外
に
も
、
全
国
各
地
で
様

々
な
活
動
が
行
わ
れ
、
地
域
の
道
路
管
理

者
や
企
業
等
と
協
働
し
て
、
道
路
の
工
事

現
場
の
見
学
会
な
ど
の
イ
ベ
ン
ト
活
動
を

実
施
し
て
い
る
。

　

見
学
イ
ベ
ン
ト
の
開
催
と
し
て
は
、
小

中
学
生
向
け
に
、
開
通
後
は
入
る
こ
と
の

で
き
な
い
建
設
中
の
ト
ン
ネ
ル
内
で
の
見

学
会
を
行
っ
て
い
る
。
ま
た
、
高
速
道
路

に
つ
い
て
学
べ
る
体
験
型
イ
ベ
ン
ト
を
実

施
し
て
お
り
、
各
種
メ
ニ
ュ
ー
も
体
験
い

た
だ
き
な
が
ら
、
理
解
を
深
め
て
い
た
だ

く
機
会
と
な
っ
て
い
る
。

　

さ
ら
に
、
活
動
の
一
つ
と
し
て
、
「
道

路
ふ
れ
あ
い
月
間
」
の
推
進
標
語
入
選
者

（
小
学
生
の
部
、
中
学
生
の
部
、
一
般
の

部
（
高
校
生
以
上
）
の
部
門
毎
に
最
優
秀

賞
１
作
品
、
優
秀
賞
２
作
品
）
に
国
道
事

務
所
内
ま
た
は
入
選
者
が
在
学
す
る
学
校

内
に
お
い
て
表
彰
を
行
っ
て
い
る
。

　

令
和
８
年
は
、
ど
ん
な
作
品
が
決
定
さ

れ
る
の
だ
ろ
う
か
。
毎
年
、
そ
の
時
々
の

世
情
が
映
し
出
さ
れ
た
作
品
が
数
多
く
寄

せ
ら
れ
て
お
り
、
昨
年
は
全
国
か
ら
１
，

３
２
８
作
品
の
応
募
が
あ
っ
た
。
こ
こ
数

年
は
、
気
候
変
動
に
よ
る
気
象
災
害
、
大

規
模
地
震
の
頻
発
、
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
、
そ

し
て
、
幼
い
命
が
犠
牲
に
な
る
痛
ま
し
い

事
件
な
ど
悲
し
い
話
題
ば
か
り
で
あ
る
。

読
む
だ
け
で
明
る
い
気
持
ち
に
な
る
標
語

が
応
募
さ
れ
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
る
。

今
年
は
、
冬
季
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
や
サ
ッ
カ

ー
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
の
年
で
あ
り
、
過
去

に
は
ア
ス
リ
ー
ト
へ
の
思
い
を
馳
せ
る
作

品
も
あ
っ
た
か
の
よ
う
に
思
え
る
。
標
語

が
決
定
さ
れ
る
の
が
楽
し
み
で
あ
る
。

【工事通行止め】

◇秋田自動車道　各日20：00～翌６：00

　秋田南IC ～秋田中央IC（上下線）　６月22日（月）～６月23日（火）

　秋田中央IC ～昭和男鹿半島IC（上下線）　６月29日（月）～７月１日（水）

　昭和男鹿半島IC ～五城目八郎潟IC（上下線）　７月６日（月）～７月７日（火）

◇首都高速湾岸線　川崎浮島JCT ～大黒JCT（東行き・西行き）

　　　　　　　　　東扇島入口・出口（東行き・西行き）

　７月11日（土）　22：00～翌７：00

◇東富士五湖道路　河口湖IC～須走IC（上下線）

　６月15日（月）～６月26日（金）　各日19：00～翌７：00

◇東海北陸自動車道　各日20：00 ～翌６：00

　高鷲IC（上り線）入口　７月１日（水）～７月３日（金）

　飛驒清見IC（下り線）出口　７月６日（月）

◇新名神高速道路　高槻IC ～茨木千提寺IC（下り線）

　大阪府道79号伏見柳谷高槻線

　６月23日（火）～６月24日（水）、７月７日（火）～７月８日（水）、

　９月15日（火）～９月16日（水）　各日20：00 ～翌６：00

【リニューアル工事】

◇中央自動車道　大月JCT～一宮御坂IC（上下線）

　令和８年７月上旬頃～令和10年５月下旬頃（土日祝日・大型連休除く）

「
道
路
ふ
れ
あ
い
月
間
」
推
進
標
語

◇
実
施
期
間
：
令
和
８
年
６
月

１
日
（
月
）
～
令
和
８
年
９
月

30
日
（
水
）

◇
ス
タ
ン
プ
取
得
方
法
：
ス
マ

ー
ト
フ
ォ
ン
ア
プ
リ
「
Ｆ
ｕ
ｒ

ａ
ｒ
ｉ
（
フ
ラ
リ
）
」
を
使
用

（
Ｇ
Ｐ
Ｓ
）

◇
主
催
：
東
日
本
高
速
道
路
株

式
会
社　

関
東
支
社　

長
野
管

理
事
務
所

◇
協
力
：
環
境
省　

信
越
自
然

環
境
事
務
所

《
参
加
方
法
（
ス
タ
ン
プ
取
得

の
流
れ
）
》

①
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
に
ア
プ

リ
「
Ｆ
ｕ
ｒ
ａ
ｒ
ｉ
（
フ
ラ

リ
）
」
を
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
す

る
。

②
取
得
し
た
い
チ
ェ
ッ
ク
ポ
イ

ン
ト
の
画
像
（
ス
ポ
ッ
ト
）
を

選
択
す
る
。

③
現
地
で
「
ス
タ
ン
プ
取
得
」

ボ
タ
ン
を
タ
ッ
プ
し
、
Ｇ
Ｐ
Ｓ

で
ス
タ
ン
プ
を
取
得
す
る
。

※
電
波
状
況
や
利
用
環
境
に
よ

っ
て
は
、
位
置
情
報
を
取
得
で

き
な
い
場
合
が
あ
る
。

《
応
募
条
件
・
賞
品
》

◇
達
成
賞
（
応
募
条
件
）

　

「
グ
ル
ー
プ
Ａ
」
か
ら
３
箇

所
、
「
グ
ル
ー
プ
Ｂ
」
か
ら
１

箇
所
の
合
計
４
箇
所
を
ク
リ
ア

す
る
と
応
募
で
き
る
。

　

私
は
愛
知
県
ト
ラ
ッ
ク
協
会

会
長
も
務
め
て
お
り
ま
す
の

で
、
物
流
・
運
送
事
業
者
を
代

表
す
る
立
場
か
ら
、
物
流
の
視

点
を
中
心
に
、
道
路
整
備
の

重
要
性
に
つ
い
て
申
し
上
げ
ま

す
。

　

我
が
国
の
産
業
は
、
自
動
車

産
業
を
は
じ
め
と
す
る
製
造
業

を
中
心
に
、
数
多
く
の
企
業
が

集
積
し
、
部
品
調
達
か
ら
生

産
、
販
売
に
至
る
ま
で
、
複

雑
で
広
範
な
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー

ン
に
よ
っ
て
支
え
ら
れ
て
い
ま

す
。
こ
の
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン

を
根
幹
で
支
え
て
い
る
の
が
、

言
う
ま
で
も
な
く
道
路
で
あ

り
、
道
路
は
物
流
の
大
動
脈
と

し
て
日
本
経
済
と
国
民
生
活
を

下
支
え
す
る
最
も

基
礎
的
な
社
会
イ

ン
フ
ラ
で
あ
り
ま

す
。

　

物
流
業
界
に

お
き
ま
し
て

も
、
い
わ
ゆ
る

「
２
０
２
４
年
問

題
」
を
１
つ
の
転
換
点
と
し

て
、
輸
送
効
率
化
や
適
正
運
賃

の
確
保
に
向
け
た
取
り
組
み
が

進
め
ら
れ
て
ま
い
り
ま
し
た
。

そ
の
結
果
、
直
ち
に
物
流
が
停

滞
す
る
事
態
に
は
至
り
ま
せ
ん

で
し
た
が
、
ド
ラ
イ
バ
ー
の
高

齢
化
や
担
い
手
不
足
と
い
っ
た

構
造
的
な
課
題
は
、
依
然
と
し

て
解
消
さ
れ
て
お
ら
ず
、
今
後

を
見
据
え
れ
ば
、
２
０
３
０
年

に
向
け
て
輸
送
力
不
足
が
一
層

深
刻
化
す
る
可
能
性
が
指
摘
さ

れ
て
い
ま
す
。

　

こ
う
し
た
制
約
条
件
の
中

で
、
私
ど
も
が
強
く
求
め
た
い

の
が
、
道
路
整
備
に
よ
る
物
流

効
率
化
へ
の
継
続
的
な
支
援
で

す
。
労
働
時
間
を
こ
れ
以
上
延

ば
す
こ
と
が
で
き
な
い
以
上
、

求
め
ら
れ
る
の
は
、
渋
滞
の
解

消
や
ボ
ト
ル
ネ
ッ
ク
の
改
善
に

よ
っ
て
走
行
時
間
そ
の
も
の
を

短
縮
で
き
る
道
路
環
境
で
す
。

幹
線
道
路
の
機
能
強
化
に
加

え
、
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
周
辺

や
、
港
湾
・
工
業
団
地
へ
の
ア

ク
セ
ス
道
路
、
交
差
点
改
良
や

立
体
化
と
い
っ
た
、
現
場
目
線

に
立
っ
た
実
効
性
の
高
い
整
備

が
極
め
て
重
要
で
あ
る
と
考
え

ま
す
。

　

こ
こ
で
、
私
ど
も
の
地
域
で

あ
り
ま
す
愛
知
県
内
の
道
路
整

備
状
況
に
つ
い
て
申
し
上
げ
ま

す
。
現
在
、
中
部
国
際
空
港
と

高
速
自
動
車
国
道
を
直
結
し
、

リ
ニ
ア
中
央
新
幹
線
の
名
古
屋

駅
と
も
つ
な
が
る
西
知
多
道
路

の
整
備
が
進
め
ら
れ
て
お
り
、

三
河
港
と
生
産
拠
点
を
結
ぶ
名

豊
道
路
に
つ
き
ま
し
て
も
、

２
０
２
５
年
３
月
の
全
線
開
通

に
引
き
続
き
、
４
車
線
化
に
向

け
て
整
備
を
進
め
て
い
た
だ
い

て
お
り
ま
す
。

　

ま
た
、
名
古
屋
と
岐
阜
と
の

間
の
交
流
・
連
携
を
強
化
す
る

名
岐
道
路
に
つ
い
て
は
、
昨
年

度
に
新
規
事
業
化
に
加
え
、
有

料
道
路
事
業
が
導
入
さ
れ
、
整

備
の
加
速
が
図
ら
れ
て
い
る
と

こ
ろ
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
愛
知
県
、
静
岡

県
、
長
野
県
を
広
域
的
に
連
絡

し
、
各
地
域
の
交
流
促
進
や
活

性
化
に
資
す
る
幹
線
道
路
で
あ

り
ま
す
、
三
遠
南
信
自
動
車
道

に
つ
い
て
は
、
県
内
区
間
が
今

年
３
月
に
開
通
し
、
大
規
模
災

害
時
に
も
県
境
を
越
え
た
連
携

が
可
能
と
な
る
な
ど
、
愛
知
県

に
お
き
ま
し
て
は
、
国
・
県
・

関
係
機
関
の
皆
様
の
ご
尽
力
に

よ
り
、
近
年
、
道
路
整
備
が
着

実
に
進
め
ら
れ
る
こ
と
に
、
道

路
利
用
者
の
立
場
か
ら
厚
く
御

礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

こ
う
し
た
一
方
で
、
現
場
か

ら
は
依
然
と
し
て
課
題
の
声
も

聞
か
れ
ま
す
。
高
速
道
路
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
は
整
備
さ
れ
つ
つ
あ

る
も
の
の
、
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン

ジ
周
辺
や
、
港
湾
・
工
業
団
地

と
一
般
道
路
と
の
接
続
部
に
お

け
る
慢
性
的
な
渋
滞
は
、
十
分

に
解
消
さ
れ
て
お
ら
ず
、
「
高

速
は
あ
っ
て
も
最
後
の
つ
な
が

り
が
弱
い
」
と
い
う
実
感
は
今

な
お
残
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
ト
ラ
ッ
ク
、
バ
ス
、

タ
ク
シ
ー
等
の
利
用
者
目
線
で

の
渋
滞
対
策
の
推
進
、
道
の
駅

な
ど
の
休
憩
施
設
の
機
能
強

化
、
中
継
物
流
拠
点
の
整
備

及
び
交
通
結
節
機
能
の
強
化
な

ど
も
強
く
求
め
ら
れ
て
い
る
と

こ
ろ
で
す
。
近
年
、
頻
発
・
激

甚
化
す
る
自
然
災
害
を
踏
ま
え

れ
ば
、
道
路
は
平
時
の
物
流

イ
ン
フ
ラ
で
あ
る
と
同
時
に
、

災
害
時
の
命
の
道
で
も
あ
り
ま

す
。
老
朽
橋
梁
や
ト
ン
ネ
ル
、

舗
装
な
ど
の
更
新
・
耐
震
化
を

含
め
、
国
土
強
靱
化
の
観
点
か

ら
、
予
防
保
全
型
の
維
持
管
理

と
、
安
定
的
な
事
業
推
進
が
不

可
欠
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　

そ
し
て
、
さ
ら
に
声
を
大
に

し
て
申
し
上
げ
た
い
の
が
、
昨

今
の
、
中
東
情
勢
の
不
安
定
化

が
日
本
の
物
流
に
与
え
る
影
響

で
す
。
エ
ネ
ル
ギ
ー
や
資
源
の

多
く
を
海
外
に
依
存
す
る
我
が

国
に
と
っ
て
、
国
際
物
流
の
混

乱
や
輸
送
コ
ス
ト
の
上
昇
は
、

企
業
活
動
や
国
民
生
活
に
直
結

い
た
し
ま
す
。
こ
う
し
た
国
際

情
勢
の
不
確
実
性
が
高
ま
る
今

だ
か
ら
こ
そ
、
国
内
物
流
を
安

定
的
に
支
え
る
強
靱
な
道
路
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
の
整
備
は
、
経
済

安
全
保
障
の
観
点
か
ら
も
極
め

て
重
要
で
あ
り
、
国
家
戦
略
と

し
て
位
置
づ
け
て
取
り
組
む
必

要
が
あ
る
と
考
え
て
お
り
ま

す
。

　

加
え
て
、
物
流
の
担
い
手
の

確
保
と
い
う
観
点
か
ら
は
、
働

き
続
け
ら
れ
る
道
路
環
境
の
整

備
も
欠
か
せ
ま
せ
ん
。
渋
滞
の

解
消
、
わ
か
り
や
す
い
案
内
標

識
、
安
全
で
快
適
な
休
憩
施
設

の
整
備
は
、
安
全
確
保
と
労
働

環
境
改
善
の
両
面
か
ら
大
き
な

効
果
を
も
た
ら
し
、
結
果
と
し

て
持
続
可
能
な
物
流
体
制
の
構

築
に
つ
な
が
り
ま
す
。
道
路
は

「
造
っ
て
終
わ
り
」
の
イ
ン
フ

ラ
で
は
な
く
、
使
い
続
け
、
支

え
続
け
て
い
く
イ
ン
フ
ラ
で
ご

ざ
い
ま
す
。

　

私
ど
も
道
路
利
用
者
の
声
を

維
持
管
理
、
更
新
、
そ
し
て
次

世
代
の
道
路
計
画
に
丁
寧
に
反

映
し
て
い
た
だ
く
こ
と
が
、
日

本
の
物
流
、
ひ
い
て
は
国
民
生

活
と
経
済
を
守
る
力
と
な
る
と

確
信
し
て
お
り
ま
す
。

◇
パ
ー
フ
ェ
ク
ト
賞
（
自
動
エ

ン
ト
リ
ー
）

　

達
成
賞
の
応
募
者
の
中
で

「
グ
ル
ー
プ
Ａ
」
を
す
べ
て
制

覇
（
10
箇
所
）
し
た
方
は
、
豪

華
賞
品
が
当
た
る
抽
選
に
自
動

エ
ン
ト
リ
ー
さ
れ
る
。

◇
賞
品
（
予
定
）

○
オ
リ
ジ
ナ
ル
ノ
ベ
ル
テ
ィ

（
Ｒ
Ｐ
Ｔ
長
野
）
／
１
名

○
マ
グ
カ
ッ
プ
（
株
式
会
社
ヨ

シ
ム
ラ
ジ
ャ
パ
ン
）
／
１
名

○
佐
久
平
珈
琲　

コ
ー
ヒ
ー
無

料
券
（
佐
久
平
Ｐ
Ａ
）
／
10
名

○
オ
リ
ジ
ナ
ル
ノ
ベ
ル
テ
ィ

（
環
境
省
償
越
自
然
環
境
事
務

所
）
／
30
名

○
オ
リ
ジ
ナ
ル
ノ
ベ
ル
テ
ィ

（
Ｎ
Ｅ
Ｘ
Ｃ
Ｏ
東
日
本
）
／
30

名※
景
品
は
変
更
と
な
る
こ
と
が

あ
る
。

※
賞
品
の
発
送
を
も
っ
て
当
選

者
の
発
表
と
す
る
。

《
チ
ェ
ッ
ク
ポ
イ
ン
ト
》

◇
グ
ル
ー
プ
Ａ
（
ツ
ー
リ
ン
グ

ス
ポ
ッ
ト
10
選
）

○
長
野
県
霧
ヶ
峰
自
然
保
護
セ

ン
タ
ー

○
道
の
駅　

美
ヶ
原
高
原

○
道
の
駅　

北
信
州
や
ま
の
う

ち○
鬼
押
出
し
園

○
万
座
し
ぜ
ん
情
報
館

○
愛
妻
の
丘

○
Ｓ
Ｏ
Ｒ
Ａ 

ｔ
ｅ
ｒ
ｒ
ａ
ｃ

ｅ○
松
原
湖
観
光
案
内
所

○
道
の
駅　

ヘ
ル
シ
ー
テ
ラ
ス

佐
久
南

○
志
賀
高
原
ビ
ジ
タ
ー
セ
ン
タ

ー◇
グ
ル
ー
プ
Ｂ
（
Ｓ
Ａ
・
Ｐ

Ａ
）
※
こ
の
中
か
ら
１
箇
所

○
横
川
Ｓ
Ａ
（
上
下
）

○
千
曲
川
さ
か
き
Ｐ
Ａ
（
上

下
）

○
松
代
Ｐ
Ａ
（
上
下
）

○
佐
久
平
Ｐ
Ａ
（
上
下
）

○
小
布
施
Ｐ
Ａ
（
上
下
）

○
東
部
湯
の
丸
Ｓ
Ａ
（
上
下
）

○
姨
捨
Ｓ
Ａ
（
上
下
）

《
特
典
（
Ｓ
Ａ
・
Ｐ
Ａ
店
舗
サ

ー
ビ
ス
）
》

○
佐
久
平
Ｐ
Ａ
（
上
）
：
カ
フ

ェ
「
佐
久
平
珈
琲
」
の
エ
ス
プ

レ
ッ
ソ
モ
カ
ソ
フ
ト　

50
円
引

○
佐
久
平
Ｐ
Ａ
（
下
）
：
カ
フ

ェ
「
佐
久
平
珈
琲
」
の
エ
ス
プ

レ
ッ
ソ
モ
カ
ソ
フ
ト　

50
円
引

○
横
川
Ｓ
Ａ
（
上
）
：
「
レ
ス

ト
ラ
ン　

燈
歌
」
レ
ス
ト
ラ
ン

で
食
事
の
方　

コ
ー
ヒ
ー
１
杯

無
料

○
横
川
Ｓ
Ａ
（
下
）
：
「
ご
馳

走
処　

福
膳
」
レ
ス
ト
ラ
ン
で

食
事
の
方　

コ
ー
ヒ
ー
１
杯
無

料○
姨
捨
Ｓ
Ａ
（
上
）
：
「
月
の

里
カ
フ
ェ
」
ソ
フ
ト
ク
リ
ー
ム　

50
円
引

○
姨
捨
Ｓ
Ａ
（
下
）
：
フ
ー
ド

コ
ー
ト　

ソ
フ
ト
ク
リ
ー
ム　

50
円
引

○
松
代
Ｐ
Ａ
（
上
）
：
ソ
フ
ト

ク
リ
ー
ム　

50
円
引

○
松
代
Ｐ
Ａ
（
下
）
：
ソ
フ
ト

ク
リ
ー
ム　

50
円
引

○
小
布
施
Ｐ
Ａ
（
上
）
：
栗
ソ

フ
ト
ク
リ
ー
ム　

50
円
引

○
小
布
施
Ｐ
Ａ
（
下
）
：
ソ
フ

ト
ク
リ
ー
ム　

50
円
引

○
千
曲
川
さ
か
き
Ｐ
Ａ
（
上
）

：
ア
イ
ス
ｏ
ｒ
ホ
ッ
ト
コ
ー
ヒ

ー　

50
円
引

○
千
曲
川
さ
か
き
Ｐ
Ａ
（
下
）

：
ア
イ
ス
ｏ
ｒ
ホ
ッ
ト
コ
ー
ヒ

ー　

50
円
引

○
東
部
湯
の
丸
Ｓ
Ａ
（
上
）
：

「
外
売
店　

Ａ
ｖ
ａ
ｎ
ｚ
ａ
ｒ

ｅ
」
長
門
牧
場
ソ
フ
ト
ク
リ
ー

ム　

50
円
引

○
東
部
湯
の
丸
Ｓ
Ａ
（
下
）
：

「
レ
ス
ト
ラ
ン　

塔
」
レ
ス
ト

ラ
ン
で
食
事
の
方　

コ
ー
ヒ
ー

１
杯
無
料

意
見
発
表

意
見
発
表

青
木 
均
全
国
道
路
利
用
者
会
議

副
会
長

（
一
社
）

愛
知
県
ト
ラ
ッ
ク
協
会
会
長

　

最
後
に
な
り
ま
す
が
、
物
流

を
社
会
基
盤
の
中
核
と
し
て
真

正
面
か
ら
捉
え
、
将
来
を
見
据

え
た
道
路
整
備
と
安
定
的
な
予

算
・
財
源
の
確
保
に
向
け
て
、

私
ど
も
と
同
じ
思
い
を
持
つ
全

国
の
道
路
利
用
者
の
皆
様
と
協

力
し
、
地
方
か
ら
声
を
上
げ
て

ま
い
り
ま
す
の
で
、
国
会
議
員

の
先
生
方
、
あ
る
い
は
国
土
交

通
省
の
皆
様
方
の
強
力
な
ご
支

援
、
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う

重
ね
て
お
願
い
申
し
上
げ
ま
し

て
、
私
の
意
見
発
表
と
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。

　

Ｎ
Ｅ
Ｘ
Ｃ
Ｏ
東
日
本　

長
野

管
理
事
務
所
は
、
バ
イ
ク
で
訪

れ
て
ほ
し
い
ツ
ー
リ
ン
グ
ス
ポ

ッ
ト
や
、
対
象
の
Ｓ
Ａ
・
Ｐ
Ａ

を
巡
り
な
が
ら
ス
タ
ン
プ
を
集

め
る
「
ツ
ー
リ
ン
グ
ラ
リ
ー

２
０
２
６ 

ｉ
ｎ 

上
信
越
」
を

実
施
し
て
い
る
。
ス
タ
ン
プ
の

取
得
に
お
い
て
は
、
ス
マ
ー
ト

フ
ォ
ン
ア
プ
リ
「
Ｆ
ｕ
ｒ
ａ
ｒ

ｉ
（
フ
ラ
リ
）
」
を
使
用
し
、

Ｇ
Ｐ
Ｓ
で
簡
単
に
取
得
す
る
こ

と
が
可
能
で
あ
る
。
条
件
を
達

成
し
て
応
募
し
た
方
の
中
か

ら
、
抽
選
で
賞
品
を
プ
レ
ゼ
ン

ト
す
る
。

《
実
施
概
要
》

◇
名
称
：
ツ
ー
リ
ン
グ
ラ
リ
ー

２
０
２
６ 

ｉ
ｎ 

上
信
越
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